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で
す
。

�
地
域
資
源
の
調
査

　

公
的
機
関
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
民

間
の
サ
ー
ビ
ス
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
活
動
ま
で
、
介
護
予
防
や

配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
地
域
に
あ

る
サ
ー
ビ
ス
や
活
動
（「
地
域
資

源
」
と
呼
び
ま
す
）
を
幅
広
く
調

査
し
ま
す
。

�
ニ
ー
ズ
と
サ
ー
ビ
ス
の
調
整

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
く
生
活
を
続
け
る
た
め

に
何
を
必
要
と
し
て
い
る
か
調

べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
る

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
い
だ
り
、
サ
ー

ビ
ス
が
無
い
場
合
は
そ
れ
を
創
り

出
す
た
め
に
み
ん
な
で
話
し
合
っ

た
り
す
る
場
を
作
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、
小
樽
市
社
会
福
祉
協
議
会

と
、
小
樽
市
内
の
各
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
い
ま
す
の
で
、
日

常
生
活
の
中
で
困
っ
た
こ
と
や
手

伝
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
下
記
の
連
絡
先

ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
お
問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
保
険

課
�
�
４
１
１
１
内
線
３
１
３
、

�
�
６
７
１
１
へ
ど
う
ぞ
。

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
協
議
会

　

市
で
は
、
地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
高
齢
者
を
支
援
し
て
い
く

た
め
、「
小
樽
市
生
活
支
援
体
制

整
備
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
、地
域
に
お
け
る
生
活
支

援
等
の
体
制
整
備
に
向
け
た
調
整

役
と
し
て「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー（
地
域
支
え
合
い
推
進

員
）」を
配
置
し
、
ま
た
、
定
期
的

な
情
報
共
有
・
連
携
強
化
の
場
と

し
て
「
協
議
会
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

「
小
樽
市
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
」
で
は
、「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」が
中
心
と
な
っ
て「
協

議
会
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
、
住
民
主
体
の
サ
ー
ビ
ス
が
活

発
化
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
の
方
と

共
に
地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支
え

る
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
高
齢
者

が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
仕

組
み
づ
く
り
の
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
役
割
は
、
主
に
次
の
二
つ

市では、地域全体で高齢者の生活を支える体制づくりを進めるため、「生活支援

コーディネーター（地域支え合い推進員）」と「協議会」を設置しています。

ここでは、生活支援コーディネーターの活動についてお知らせします。

連絡先

小樽市社会福祉協議会
富岡１丁目５番１０号
��７８４７、��５６４１

東南部地域包括支援センター
朝里川温泉２丁目７１１番地４
��2301、��１１４２

南部地域包括支援センター
築港１０番１号

（済生会小樽病院内）
��７２６８、��７２６９

中部地域包括支援センター
稲穂２丁目２２番１号

（小樽経済センタービル１階）
��２５２５、��２５７５

北西部地域包括支援センター
オタモイ１丁目２０番１８号

（特別養護老人ホームやすらぎ荘内）
��２５２２、��２５２３

地地域域のの支支ええ合合いいををおお手手伝伝いいししまますす
生生活活支支援援ココーーデディィネネーータターーがが

生活支援コーディネーターの方に
お話をお聞きしました

　私たちは今までの取り組みとして、地
域資源を把握し、さまざまな課題を地域
で補っていけるような支え合いの場を
作ってきました。例えば、運動が好き
だったけれど閉じこもりがちになった方
と散策が好きな住民の方とを結び付け、
定期的に散策活動をするお手伝いができ
ました。この活動は認知症地域支援推進
員へ引き継いでいます。また、今年の１
月から、年代に関わりなく地域の方が誰
でも集まれる場として、「みんなカフェ」を立ち上げています。５月に
は、町内会や介護事業所、企業の方が参加する「地域支え合い会議」
を開催し、地域の関係機関の方々と意見交換を行いました。この会議
は今後も開催していく予定です。
　生活支援コーディネーターの活動は始まったばかりです。地域に何
が足りないかを地域の方々と一緒に考え、小樽にあるサービスを周知
していきたいと思います。いろいろな活動や地域資源がありましたら
ぜひご連絡ください。

生活支援コーディネーターの 泉  谷 
いずみ や

 真  弓 さん（写真左）、
ま ゆみ

 今  井  尚  美 さん
いま い なお み

（中）と認知症地域支援推進員の 小 
お

 笹  雄  大 さん
ざさ ゆう だい


